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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 本論文はがん細胞が分泌するマクロファージコロニー刺激因子が、T 細胞の IFN-γ分泌を抑制す

る事を見いだし、これががんの進行に伴って出現する抑制性マクロファージによって担われている

ことを示したものである。また、がん細胞の特異なエネルギー産生機構に着目し、ボンクレキン酸

を用いた新たながん細胞選択的障害法の実証に成功している。がんの悪性化機構の一つを明らかに

すると共に新しい抗がん剤を提示しており、博士（理学）の学位に値するものであることを認める。  

 

 

 

 

 

 


